
まえがき＝自動車のエンジンや動力伝達部品，足回り部
品の多くは，素材として特殊鋼が用いられ，鍛造や切削，
品郭

　非調質鋼の適用により，焼入れ・焼戻し処理などの調
質処理に必要な労務費やエネルギが削減でき，生産の
リードタイムも大幅に短縮することが可能である 1）

分としている。さらにＳの増量添加による粒内フェライ
トの生成によって，組織の微細化を図っている

4）,5）。
　以下では，高強度非調質鋼及び高強度・高靱性非調質
鋼の特徴と実部品への適用例を紹介する。

2．高強度非調質鋼の特徴

2．1　成分設計の考え方

　高強度非調質鋼は，基本型非調質鋼を用いて製造され
ている部品の小型・軽量化や，合金鋼を用いて焼入れ・
焼戻し処理を行って製造されている部品への適用を狙っ
て開発された鋼である。したがって，高強度非調質鋼で
は機械的特性のうち耐力を高める必要がある。また部品
さ）の増加を極力抑制しなければならない。以上の観点
から，高強度で被削性の良好な非調質鋼を得るためには
降伏比（耐力／引張強度）を高める必要がある。
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削減や生産リードタイムの短縮も可能となっている。

むすび＝当社の開発鋼種を中心に高強度非調質鋼，高強
度・高靱性非調質鋼について紹介した。熱間鍛造後の焼
入れ・焼戻し処理などが省略可能な非調質鋼は，自動車
メーカの低価格・低コスト指向に従って足回り部品をは

じめとする各種部品に採用されてきている。今後，燃費
を改善するための車体軽量化の目的から，さらなる高強
度・高靱性を有する非調質鋼が要求されるようになると
考えられる。その際には，高強度化，高靱性化しつつも
従来と同程度の被削性，鍛造性を確保しておく必要ら¦ネ Ω'90 ウ


